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初年次教育の課題-大学学習法の実践を通して一

新潟大学大学医歯学総合研究科 大島 勇人

それで は歯学部の初年次教育に つ い て話をさせ て い

ただきます｡ 私は歯学部の大島です｡ よ ろ しくお願 い

します ｡

歯学部には本年度､ 口腔生命福祉学科が設置されま

したが ､ 歯学部では歯学科4 0名､
口腔生命福祉学科2 0

名を
一

緒 に初年次教育を行 っ て い ます｡

内容と しては ､ 早期臨床実習と歯学ス タデ ィ
･

ス キ

ル ズと いう 2 本立てで初年次教育を考えて い ます｡

早期臨床実習 におきま して は､ まず自分の将来像と

いうものを知 っ てもらうことが趣旨の 1 つ で ､
もう 1

つ は歯学部には医者になりたか っ たけ ど歯学部に入学

したと いう学生も い て ､ そう い う学生には歯医者と い

うもの が どう いうもの かと い うこと知 っ てもら っ て ､

自分に向 い て い な い と思 っ たら早め に針路変更を して

もらうと いう意味合 い もあります ｡

歯学 ス タデ ィ ･ ス キ ル ズ
､ 大学学習法の方ですが､

こ こ では パ ー

ソ ナ ル コ ン ピ ュ
ー

タ の 基本技作を代表的

なソ フ ト､ ワ
ー ド

､
エ ク セ ル

､
パ ワ ー ポイ ン トを用 い

て ､ 操作方法を学びなが ら レポ
ー ト作成方法を学習す

ることが目的です ｡ そ してその 学習を通 して問題解決

に必要な情報の検索方法を学び､ 最後はプレゼ ンテ
ー

シ ョ ン と いうかたちで成果発表をする能力の 滴養を目

指しております ｡

本日は早期臨床実習に つ い て は簡単 に触れさせて い

た だきた い と思 い ます が､ こ の 実習で は学生を 3 グ

ル
ー

プに分けて ､ 患者役実習､ 治療見学実習 ､ 患者付

き添 い 実習を行 っ ております｡

歯学科 6 年生は捻合診療室と いうと こ ろで臨床実習

をして い る の ですが ､
患者役実習と いうの は ､ 稔合診

療室で患者と介助と いう役割で ､ 実際に治療を受ける

こ とを経験 してもら い ます｡ ス ライ ドはブラ ッ シ ン グ

指導を して い ると ころです｡

本 日 の歯学部の資料に つ きま して は ､ 3 5 頁目に 1 枚

でまとめてあります ｡ そ して3 6 頁以降の 3 枚で実際の

内容を細かく書 い てありますの で ､ 時間の都合上､ 細

かく説明できな い の で ､ 資料も合わせ てご覧くださ い ｡

平成1 3 年度より歯学ス タデ ィ ス キ ル ズを実施 してお

ります ｡ 到達目標と して あげて い る の は ､
こ こ に示 し

て い る 4 点です｡

まずレ ポ ー トの作成の流れ ､ 作成上の 注意点を説明

で きると いう こと ｡ 2 番目は ワ ー プロ で簡単な文章作

成ができ､ 電子メ
ー

ル の やり取りができる｡ 3 番目と

してイ ン タ
ー

ネ ッ トを介 して ､ 必要な情報を検索する

ことがで きる ｡ そ して､ コ ン ピ ュ
ー タ を用 い てプレゼ

ンテ
ー シ ョ ン が できると いうことなの ですが ､ 実際受

講 した学生は最終的には ､ かなり高 い レ ベ ル まで到達

するこ とがわかりま した ｡

こ の ス ライ ドが講義内容で ､
こ こ に示 してあるよう

に盛り沢山です｡ こ れらの 項目は学生が勉強する上で

必要と いうよりも ､ 学生が卒業した後に必要なもの を

す べ て学習すると いうの が ､
こ の 歯学ス タデ ィ

･ ス キ

ル ズ の 目標 にな っ ております｡

最後には ､ 6 つ の グ ル ー プに分 けて､ グ ル
ー

プ内発

表､ 討議､ 全体発表を行 っ ております｡

まず最初 には ガイ ダン ス をや っ て ､
こ の 歯学ス タ

デ ィ ス キ ル ズ の 目的を説明 い た します｡ 私 たちが教育

目標にあげて い る ことをここで自覚してもら っ て ､ 医

療を実践で きる能力を養うこと にな っ ております ｡

1 番下に歯学ス タ デ ィ ス キ ル ズ の基本 コ ン セプトと

書 い てありますが ､
こ の ように収集 ､ 分析 ､ 考察､ 発

表がで きると いうと ころまで到達する｡ t e a c h e r °e n

t e r e d か ら､ s t u d e n t c e n t e r e d と ､ 将来にわ た っ て

自分･で勉強できる能力を教授する ことが 目的にな っ て

おります｡

そ の骨格となるの が ､
レポ ー

トの 書き方で 3 固かけ

て行 っ ております｡ レ ポ ー トと論文は どう違うの か､

な ど レポ
ー

ト の書き方を学びます｡

そ して ､ 今年はテ
ー

マ と して 6 つ キ
ー

ワ
ー ドをあげ

ま した ｡ 今年度は6 0 名 です の で ､ 1 0 名ず つ 6 つ の グ

ル
ー プ に分け､ 少子高齢化 ､ 食品 の安全性 ､ 医療事故､

年金制度 ､
E B M と N B M ､ 再 生医工学と い う 6 つ の

テ
ー マ をグル ー プ に選んで もら い ま した ｡ こ の大き い

カテ ゴリ ー の 中で学生が自分の 興味を持 っ た テ ー

マ を

勉強 して ､
そ れを レポ ー ト にまと める と い うこ とを

行 っ ております ｡

実施にあた っ て は､ 学生 5 名あたり1 名の T A を配

置 しておりますの で ､
こ れ だけ盛り沢山で内容の濃 い

もの も何とかクリ アできて い ることにな っ ております｡

実際にまとめたもの は レポ
ー

ト と して ､ ワ ー プ ロ で

体裁を整えたかたちで完成 させますが ､ 最後には プレ

ゼ ンテ
ー

シ ョ ンを行い ます ｡ 自分の勉強した課題を､

聴衆に向か っ てきちんとア ピ
ー

ル できる
､ 自分 の メ ツ
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セ ー ジをきちんと伝える こ とができるかと いうと こ ろ

まで の能力を養 っ ております｡

学生はグ ル ー プ内の1 0 名の ところで ､
2 回プ レゼ ン

テ ー シ ョ ン の 練習を して ､ そ の 中で優秀な学生が最後
の 全体発表で プレゼ ン テ ー シ ョ ン を行 っ て います｡

時間がな い の で 1 枚ず つ しか出せな い の ですが ､
こ

れは遺伝子組み換え作物の 安全性というタイトル で書
い た人の もの です｡ こ れは ､ 年金 の 一

元化に つ い て ｡

これ は歯科医療におけるN B M に つ い て の発表の 一 部

ですが､ こ の ような内容の ものを発表をしております｡

最後に授業評価アン ケ ー

トの 結果なの ですが､ こ れ

は歯学部で行 っ て い る フ ォ ー マ ッ トで
､ 授業評価ア ン

ケ ー トは学生の勉強に対する取り組み と ､
い わ ゆる教

員の授業方法に つ い て ､ 2 つ に分 けて評価を行 っ てお

ります｡ そ してA - E と い うこと で ､ A が 5 点で E が

1 点と いう点数で評価 して い ますの で ､ 点数が 5 に近
い ほど良い と いうことなの ですが ､

こ れ は学生 の取り

組み が3 . 8 8 と いう ことで ､ 専門科目によ っ て は4 . 5 位

い くも の がある の で ､ 平均的な評価にな っ ております｡
こちらが い わゆる教貞側を評価して い る部分なので

すが ､
こ れ に つ い て は3 . 81 と い うこ とで ､

こ れ も平

均的です｡ そんなに高くない ので すが ､
これはオム ニ

バ ス 形式と いうこ とで ､
い ろ い ろな教員で構成されて

い ると いうこと と､ 内容が高度すぎると いうと ころで ､

こ の評価 にな っ て い ると思 い ますが ､ 今後これを向上

した い と考えて い ます｡

こ れ は具体的な学生の 個人的な意見なの ですが ､ 同

じことをや っ ても簡単過ぎると いう学生と ､ 難 し過ぎ

ると いう学生が 2 通りい て ､ 歯学ス タ デ ィ ･

ス キ ル ズ

は い た し方な い と い うと こ ろがあります｡ そう いう意

味で は学生の声は聞 い て ､ 翌年度には フ ィ ー ド バ ッ ク

しております｡

今後の課題ですが､ 4 年間実施 して感じたことは
､

年々 学生の ス キ ル が レ ベ ル ア ッ プして い ることで
､ そ

れに応 じて内容も変えて い けなければ い けな い と いう
ことを感 じて い ます｡

それ から今､ 歯学科の 方で は 5 年次にP B L 教育を

導入 して い ます し､ 口腔生命福祉学科では 2 年次から

専門教育をP B L 教育を中心で や る ことが決ま っ て い

ますの で ､ 初年次 にP B L を導入 した方が良 い と考え

ております｡

最後はお願い ですが､ 5 名当たり
一

人 の T A を配置

して い ただくことを希望 して
､ 歯学部の発表を終えさ

せて い ただきます｡ ご清聴ありがとうござい ました｡
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資 料

『初年次教育の課晃 一 大学学習法の実践を通して』

(1) 歯学部の初年次教育の とらえ方

* 歯科医学学習のス タ ー ト に臨んで , 医療人として の道を歩み始め たことを自覚する (専門科目 : 早

期臨床実習Ⅰ) .

* 歯学部 へ の進路選択が自分の適正 に合 っ て い る の か再認識する機会を与える (専門科目 : 早期臨床

実習Ⅰ)

* パ
ー

ソ ナ ル コ ン ピ ュ
ー

タ の基本操作を代表的なソ フ トを用 い て演習方式にて学びながら
,
レ ポ

ー

ト

作成方法を学習する (全学共通科目: 歯学ス ダデ イ ･

ス キ ル ズ) .

* 問題解決に必要な情報の 検索方法を学び , 与えられた課題 に対 して レポ ー トを作成 し
,
コ ン ピ ュ ー

タ を用 い て レ ポ ー ト内容を発表する能力を養う ( 全学共通科目 : 歯学ス タ デ ィ ･ ス キ ル ズ) .

* 早期臨床実習Ⅰ :2 0 名ず つ 3 グ ル ー

プ に分か れ
,
｢ 患者役実習+

,
｢ 治療見学実習+

,
｢患者付 き添 い 実

習+ をそれぞれ 4 週 ( 回) ず つ行 い , 最後 には与えられ た課題に つ い て グル
ー プ討議 ･ 全体討議を

行う.

(2) 現在に い たる歯学部の大学学習法の実施状況

* 平成1 3 年度より実施 しており , 平成1 6 年度は 4 回目

* 到達目標 : ① レポ ー ト作成の 流れ
,
作成上 の注意点を説明できる . ②ワ

ー

プ ロ で簡単な文章作成が

でき
,
電子メ

ー ル の やりとりがで きる . (参イ ンタ ー

ネ ッ トを介して必要な情報を検索することがで

きる. ④ コ ン ピ ュ ー タ を用 い てプレゼ ン テ ー シ ョ ン が できる .

* 実施内容 : 下記で示す.

(3) 歯学部初年次教育の今後の展望と大学学習法の今後の課題

* 入学時の 学生の コ ン ピ ュ ー タ ･ ネ ッ ト ワ
ー ク の ス キ ル が毎年向上 しており , 今後学習内容を見直す

必要がある.

* 教育方略と して の P B L (P r o bl e m B a s e d L e a r n i n g - 問題提起 ･ 問題解決型学習) を入学後早期に

経験する必要がある .

* 大学学習法に 5 名当たり 一

人 の T A は必須である. T A の 充足 が教育内容 に大きく影響する .
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資 料
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小 野 和宏

=重量葦書 * 歯学ス タデ ィ ･

ス キ ル ズ の講義 ･

演習概要を説明する .

-.董 * 目的と して ､ ① コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力の すぐれ た医療人の育成 , ②問題発見 ･

-.,◆･.
′

･◆.
{./.

董董葦 解決型の人材の 育成
,
③生涯にわた っ て学ぶ習慣を身に付 け

,
根拠 に立脚 した医

=
:
=
=
=.=k
療 を実践できる医療人の 育成 ,

の 3 点をあげて い る.

董重量 * コ ン ピ ュ ー タ の 基本操作, 電子メ ー

ル , 情報収集 ･ 管理, ワ
ー

ド, エ ク セ ル , パ

=董;ii:ii
=t== := := =主

ヮ
-

ポ イ ン トを指導し
,
プ レゼ ンテ ー シ ョ ン能力に つ い ても育成する .

.....,. ､藁
* 歯 学 ス タ デ ィ ･ ス キ ル ズ の 基本 コ ン セ プ ト は, ①収集 ･

分析
･ 考察 ･

発表;:: :: :
f:
:
:
:
:
:

:
:
:
:-: く･:.: く･:.:L:

･
=
=
=
=

.
, =

-
=

.
=･ (t a x o n o m y の 向上) , ②t e a c h e r

-

c e n t e r e d - st u d e n t- c e n t e r e d
, ③将来 にわ た
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り活用できる ス キ ル の教授
事'.-
Z':.) ;I:. 二. ′･

:

.
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.
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.
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･
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･p-
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重要≡コ ン ビi 一

夕 の基本操作

大島 勇人

■
喜蔓董 * 具体的な･ コ ン ピ ュ ー

タ操作を行う . ｢ コ ン ピ ュ ー

タ ･ ガ イダ ン ス+ と ｢ 学務情報シI
:
:･, : く:: :: S:: : ;:: :; :i: :: :

董董 ス テ ム利用説明+ が終了 して い たが ,
W e b メ

ー

ル を含め て コ ン ピ ュ ー タ の扱い

≡.=.=.蓋萱 を復習 し, 下記 の 課題を行う.

.=･=-I.=.=.:
i:蓋 ● キ

ー

ボ ー ドの基本操作
;1='ン:-: :: :=

童墓
;.: = メ モ 帳を起動し

,
I M E を利用 して日本語を入力する.

墓;i3;E
=r=' =1 =モ
● フ ァ イ ル の保存方法

萱≡ メ モ 帳で作成 した文章をネ ッ トワ ー

ク ド ライ ブに保存する . 実施済み の ｢学務
ン=

rl=l:l='='='=
ifi:i,: =-== = 情報 シ ス テネ利用説明+ の感想を文章にす る.

== ;=

..
= =.= , :.
ig

= < == == ==

●w e b メ
ー

ル の 利用法

墨委=iji ,{=. :=% W e b メ ー

ル の 本文にメ モ帳で作成 した文章を貼り付 けて
, 大島宛に送付する .

こ: :: ::◆:ら:◆=◆:く.:.:r:
I -

■■̀■
′

董レポ
ー

ト の書き方①

/] ､ 野 和宏

...
憂憂妻* レポ ー トの書き方を解説後, 演習形式で レポ

ー

ト の書き方を身に付ける .

= == =: =;.= =:'=.!-=- :: =

.
T

.,
I

.i≡≡≡≡* レポ
ー トと論文の違い を理解する .

....
_.=.=

=董 * レポ ー ト作成の 基本的心得を習得する .

董 * 学習 レポ
ー

トと研究レポ ー

ト の違 い を理解する .

,
:A :.I-
: :: ::

= =董喜 * 事実と意見の 違 い を理解する.

■
雲喜 * 事実と意見の記述の注意点を理解する .

大島 勇人

r=r=1=p' =-=r :ig
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■
董 * 電子 メ ー

ル の エ チ ケ ッ トを学ぶ .

･

董董 * ウ イ ル ス とワ ー ム に つ い て理解する .

董i;I...,., _....if * 電子メ
ー

ル ソ フ トの 設定に つ
I
v ､ て理解する .

I:■:` =. ) :◆･..:

=蓋■=

童 * 下記の 課題を演習形式で実践する.

:
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:
: ●1 . A L - M ail を用 い た電子メ

ー

ル 演習とネチ ケ ッ トの 理解
=

董喜 A L - M ail を用 い た電子メ
ー

ル の 送受信 に つ い て の 演習を行うと共 に
,
ネチ

･.･
T

･ >.
′

･.･.
ン:

.
:

.
:'

.= =.= ナ=.=.I.,
J ,

..
=. ケ ッ トを理解する.

;◆･..〉ヽ`:◆:r:

=
=
=
=
=.妻妻

●2 . メ モ 帳を使 っ た文章の作成
1･ :･ :＋ :･ :＋:･～◆
萎藁董 メ モ 帳を使 っ て , 合宿研修の 際に行 っ たP B L の 感想文を作成する.

･董萱≡i= =
.
=
●3 . 添付 フ ァイ ル の 仕様とネチケ ッ ト ･

メ
ー

ル の 送信
事･
:

I
) :

･
:
:･:

二墓喜 墓･=･=･, =. メ モ 帳で作 っ た文章を添付 フ ァ イ ル で送る演習とネチ ケ ッ トにそ っ た メ ー

ル

董萱 で本日の ス タデ ィ ･ ス キ ル ズ ( 4 限) の 感想を電子 メ ー

ル で送る墳習を行う.

董重責書≡ヨ電子メ ー

ル の 使 い方②

一書喜 * ネチケ ッ トにそ っ た メ ー ル の作成を演習形式で習得する .

.
-
.
I;i3i3f;?;I;fiii;iiiiiiii=iii=:ff;H ネチケ ッ トにそ っ たメ

ー

ル の 作成】
:･: :: :ン:･〉:･:.r.■

ノ

.■
ノ′

藁警
=>} =:=

以下 の ネチケ ッ トをクリ アする必要が ある .

: :
= 〉･･･(･･T･･･〉p
書害≡妻=

●1 . S u bj e c t ( 題名) を付ける
二. :.:, I. :く. :て.= <

:
:
:
:～
:
:
:
:
:
二
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.二.:.: く･:.:･:
:
:t
:
=.:写::.:

{
J :.: て.:-:,二.:.:

;
ゴ:～
:
:
:
:

:
:
;
:
:
:t
:
:
:
:
:
:

二::･:r) :･: (A:･:.) :･:
▲
:

:
:
:
:
:
:
二
=
:

p
Z.:I
:A.:- :.: <･:-:
:

:-: く･: :: :ニ

.:.= く.:.:･=
:

.
;

I
: (I:◆:I- ::I:.=':.I=◆:I :こ･.
:1 :◆=1:◆:r: :; :

:
:1
:
:
:
:- :
:

I
:

.
=

◆
:く

.
:

●2 .

一 行半角60 文字 (漠字だと3 0 字) 程で改行する

●3 . ｢ 半角カタ カナ+ ､ ｢ 機種依存文字+ は使わない

●4 . 引用は短めに

::: ::.Z':.:

ワ ー ドの 基本操作

田連 義浩
* ワ ー ドの 基本操作を習得する .

* ヘ ッ ダ
ー

･ フ ッ タ ー

, 箇 条書き, 文字の 修飾 ,
レ イア ウ ト, 段落 の 取り扱 い ,

フ ァ イ
_
ル の保存等に つ い て習得する .

･
:

･
= :･=･: く･:.:L=･: く･:

:

二
:
:
:
:
:七
=

'
ノ

:
:
:
:
:

.
I

.

:
:
:
二
:

.
=

p
:

:
:
: こ

`
>

:: :: :～: :: :: :
小童 :･:く

コ ン ピ ュ ー

タ ･ ネ ッ トワ
ー ク

鈴木 一

郎
* ①デ ジタ ル とは何か , ②コ ン ピ ュ ー タとイ ン タ ー ネ ッ ト の歴史に つ い て理解する,

③イン タ ー

ネ ッ ト の仕組み , ④著作権に つ い て理解する .

* 医療における情報に つ い て理解する .

)

.
:
:
:
:
I

: :: :- :く･ ::丁.:･:･〉:A:I≡
=
;
=-=.:憲 章s:=: =:

: ::.:rン:.:'こJ

情報収集管理論

朔 敬* 情報の収集方法に つ い て習得する .

* 収集した情報の管理方法に つ い て習得する .

: ::･:I) : (I:A:
ノ

::: :: :～: :

- =･■
ユ:

I
:.I.:I:.

.:A:
:

.
> :
皇
:
:
:
:
=

◆
:

I
:

A

レ ポ ー

トの 書き方(参

小野 和宏

* ｢ 少子高齢化+ , ｢食品 の 安全性+ , ｢ 医療事故+ , ｢ 年金制度+ , ｢ E B M とN B M + ,

｢ 再生医工学+ の 6 つ の キ
ー

ワ
ー

ドを選定し
,
レポ ー トの課題 とした .

* 学生 5 名あたり 1 名の T A を配置 し, 学生がイ ン タ
ー ネ ッ トや図書館の 書籍を用

い て具体的なテ ー

マ の絞り込み の手助けをする .

.
:

,
:

･
:〟 : (I :.ン･ )

旭 町分館の利用方法
分 館 職 員

* 図書館 (旭町分館) の利用方法を習得する .

(. :
:

.
) :

I
:

I
:

1
;
こ
:
:
:
: i
:

:
:
:
:
:
:
)

=.: く･p
:

'
:

1

イ ン タ
ー

ネ ッ ト
･ セ キ ュ リ テ ィ (①, (参)

大島 勇人

萱≡* w e b とメ ー

ル にお ける ウ イ ル ス対策を習得する .

* イ ン タ
ー

ネ ッ トにおける情報漏え い に つ い て理解する .

* 上記 の到達目標の 達成度を下記の 課題で評価する.

●課題 1

ウ イ ル ス や情報漏えい から自分を守るため には どの 様な対策を施さなければな

らな い かを
,
電子メ

ー

ル と ウ ェ ブ ･ ブ ラ ウザに分けて箇条書きに記せ .

●課題 2

歯学ス タデ ィ ･

ス キ ルズ (今回の) 感想を記せ .

::A: く･: :: ::JL:
:
:
:pン:

≦∃情報検索の仕方
分 舘 職 員

I

;蔓* 図書館 (旭町分館) で行える情報検索方法を習得する ･

簡単なW e b ペ
ー ジ作成, 画像 の取り扱 い

鈴木
一

郎

...ン.=.:

* 簡単なW eb ペ ー ジ作成法を習得する .

* コ ンピ ュ
ー

タ にお ける画像の 概念を理解すると共に, 画像 の取扱方法を習得する .

:
:
:.:◆ン:.

レ ポ
ー

トの書き方③
小野 和宏

* 資料を収集して , 各自 の テ ー マ の レポ
ー

トを完成させ る.

ワ
ー

プロ 演習課題
田蓮 義浩

* ｢ レ ポ
ー ト の書き方+ の完成レ ポ ー トの 完成度を向上させ る .

;i:i 喜;:i;:; :≡

:
:
:
:
≡
:

.
:

`
:

◆
:く

‾
:

'
=

:
:
:

I
:

■
ン=

r
>

よ い プレゼ ン テ
ー シ ョ ン と は

鈴木 一

郎
* プ レゼ ン テ

ー シ ョ ン と は何か ? 良 い プレゼ ン テ
ー シ ョ ン と は何かを学ぶ .

L:
:
こ
:.I.: 小

:: 宇::.ン: ち:.

′

･:
:
: 写:
二

.
:.,

ン:

-
: <

･
:: :: :

堂:

プ レ ゼ ン テ
ー シ ョ ン の概要作成

大島 勇人
* プ レゼ ン テ ー シ ョ ン の具体的な概要作成を習得する .

* プ レゼ ン テ ー シ ョ ン の骨組み (序論 ･ 本論 ･ 結論) を構築する .

* メ ッ セ
ー ジ の 計画化を理解する .
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:
ぎ;

:: l

萱* ｢ レポ ー

ト の書き方+ の 完成 レポ ー トを用 い て
,
下記 の演習を行う .

｡ 10 - 1 5 分 の プレゼ ンを想定して
,
タイ トル

, 参考文献を入れて1 2 枚の ス ライ ド

を作成する

･ ワ
ー

プロ 課題 レポ ー トの 内容を用い る

｡ M i c r o s oft P o w e r P oi n t の ア ウ トライ ンを用 い て
,
ス ライ ドの構成を考える

･ 序論 ･ 本論 ･ 結論の三部構成とする
･ タイト ル 1 枚, 序論1 - 2 枚

,
本論 7 - 8 枚, 結論1 枚, 参考文献1 枚

パ ラグラ フ ごとに1 - 2 つ の ス ライ ドを用 い る

｡ ス ライ ドごと の小見出しを考える
･ フ ァ イ ル名は ｢ 学籍番号 .p p t+ とする

パ ワ
ー

ポ イ ン ト の基本操作
鈴木 一

郎

山田
-

尋

* パ ワ
ー

ポ イ ン トの具体的な取扱方法に つ い て習得する .

* 魅力的なプレゼ ンテ ー

シ ョ ン に必要なテク ニ ッ クを習得する.

幸

:～

～
:

i:≡)

:-(

萱;

～
:

エ ク セ ル の基本操作

八木 稔

* 表T a bl e の作成: 演習用の E x c el の ブ ッ クを利用 して
,
分 かりやすく レイア ウトさ

れた表を作成すると共に, 表に基づ い た図を作成する.

* デ ー タ処理を行うの に有用なデ ー タ の形と関数計算: どの ようなデ ー

タ の 形 (義
と して の 形) がデ ー タ処理に向い て い るかを学ぶ . デ ー タ の並 べ替え ( ソ ー

ト)
を行う . 関数 (合計s u M , 平均値A V E R A G E

,
標 準偏差S T D E V) の 使 い 方を学

ぶ .

* 相関関係と図の作成: あるデ ー

タ に基づ い て
, 関数を使 っ て相関係数と 回帰係数

を求める . デ ー タ の 分かりやす い 散布図を措 い て
, 相関関係を提示する .

台
(
:
l

壬
:
:

: 不

≡■≡■

葦 プレゼ ンテ
ー シ ョ ン作成

鈴木 一

郎

山田 -

尋

*
.
｢ レポ ー トの書き方+ の完成 レポ ー トを利用 して プレゼ ンテ

ー シ ョ ン フ ァ イ ルを

作成する .

萱萱
:
≡

:5≡

宣;

:写

( I

:
～:

: > :

グ ル ー プ内発表 ･ 討議
小野 和宏* グ ル ー プ に分 け, 全貞が1 5分 の プレゼ ン テ ー シ ョ ンを行 い , 効果的なプレゼ ン

チ - シ ョ ン方法を習得する .

大島 勇人

* グ ル ー プごと の担当教員とT A が学生 の プレゼ ンテ
ー シ ョ ンを評価する .

鈴木 一 郎

山田 - 尋

八木 稔

田連 義浩
E宣

坐

5～:

萱■
:
;
ゝ

i :～

全体発表, 評価

* 各グ ル ー プの 学生代表者が プレゼ ンテ ー シ ョ ンを行う .

* プレゼ ンテ ー シ ョ ン に対し
,
学生

,
教員

,
T A が議論 ･ 論評を行う.

-
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第11 回新潟大学全学F D の報告( 歯学部)

初年次教育の課題 一

大学学習法の 実践を通して

歯学部 大島勇人

早期臨床実習Ⅰ

2 0 名ずつ 3 グル ー プに分かれ,
｢ 患者役実

管+ , ｢ 治療見学実習+ , ｢ 患者付き添い実習+

をそれぞれ4 週( 回) ずつ 行い , 最後には与え

られた課題につ いてグル ー プ討議. 全体討議
を行う.

講義内容

ガイダンス(1 回)
コ ンピュ

ー

タの 基本操作(1
回)

レポ ー

トの 手き方(3 回)
電子 メ ー ル の 使い 方(1 回)

ワ
ー

ドの 基本操作( 2 回)
コ ン ピュ ー

タ
･

ネットワ
ー

ク
( 1 回)

情報収集管理論(1 回)
旭 町分館の 利 用方法( 1 回)
インタ ー ネッ トセ キ ュリティ
( 1 回)

情報検索の 仕 方(1 回)

簡単なW e b ペ ー

ジ作 成､ 画像
の 取り扱い( 2 回)

ワ
ー プロ演習課題(1 回)
よい プレゼ ンテ ー ションとは
(1 回)

プレゼ ンテ ー

ション の 概要作
成(1 回)
パワ ー ポイントの 基本操作( 2
回)
エ クセ ル の 基本操作( 2 回)
プレゼ ンテ ー ション 作成( 2 回)

グル ー

プ内発 表･

討議( 4 回)
全体発 表 ( 2 回)

歯学部の初年次教育のとらえ方

歯科医学学習のスタ ー

トに臨んで , 医療人としての 道を

歩み始めたことを自覚する( 専門科 目: 早期臨床実習 Ⅰ) .

歯学部 へ の 進路選 択が 自分 の 適性に合っ て い るの か 再

認識する機会を与 える( 専門科 目: 早 期臨沫実習 Ⅰ) .

パ ー

ソナル コ ンピュ
ー

タの 基本操作を代表的なソフトを用
い て演習方式にて 学びながら,

レポ ー ト作成方法を学習
する( 全学共通 科目: 歯学ス タディ ･ スキ ルズ) .

問題解決 に必要な情報の 検索方法を学び , 与えられ た

課題 に対して レポ ー トを作成し,
コ ン ピュ ー タを用 いて レ

ポ ー

ト内容を発 表する能 力を養う( 全学共通科 目: 歯学
スタディ ･ ス キル ズ) .

現在にいたる歯学部の

大学学習法の実施状況

平成13 年度より実施. 平成16 年度は4 回 目

到達目標( 行動目標)

1 .

2 .

3 .

4 .

レポ ー ト作成の流れ , 作成上 の注意点を説明でき

る.

ワ
ー プロで簡単な文章作成ができ, 電子メ ー

ル の

やりとりができる.

インタ
ー

ネットを介してあ要な情報を検索すること

ができる.

コン ピュ ー

タを用い て プレゼ ンテ
ー ション がで きる.

ガイダン ス

歯学スタディ･ ス キル ズ の 目的

1 . コ ミュ ニ ケ
ー シ∃ン能力の すぐれた医療人の 育成

2 . 問題 発見･ 解決型 の 人材の 育成

3 . 生涯 にわたって 学ぶ習慣を身に付け, 根拠に立 脚した

医療 を実践で きる医療人の 育成

コ ン ピュ ー

タの 基本操作 , 電子 メ
ー

ル
, 情報収集･

管理, ワ
ー

ド, エ クセル , パ ワ
ー

ポイントを指導し,
プレゼンテ

ー ション能 力につ いて も育成する.

歯学ス タディ･ ス キ ルズ の 基本 コ ンセ プト
1 . 収 集 . 分析 .考察 ･ 発表(t a x o n o m y の 向上)

2 . t e a c h e r - c e n te r ed ー S tu d e n t - c e nt e r e d

3 . 将 来に わたり活用 できるス キル の 教授

- 1 1 9 -
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レポ ー

トの書き方①@
レポ ー

トの書き方を解説後, 演習形式でレポ ー

トの 書き方を身に付ける.

レポ - トと論文の違いを理解する.

レポ ー

ト作成の基本的心得を習得する.

学習レポ ー

トと研究レポ ー

トの違いを理解す
る.

事実と意見の違いを理解する.

事実と意見の記述の注意点を理解する.

プレゼンテ ー ションの概要作成 ＼パ

プレゼンテ ー ションの 具体的な概要作成を習得する.

プレゼンテ ー ションの骨組み(序論 ･ 本論･ 結論) を構
築する.

メッセ ー ジの 明確化 .

｢ レポ ー トの書き方+ の 完 成レポ ー トを用 い て, 下記 の

演習を行う.

10 - 1 5 分のプレゼ ンを想定して, タイトル , 参考文献
を入れ て12 枚の ス ライドを作成する

ワ
ー プロ 課題 レポ ー トの 内容を用いる

序論･ 本論 ･ 結論の 三部構成とする

結論

遺伝子組み換え作物i)号人体に及ぼす

影響は解明されていない !

1

1 .
｢ 不使用+ 表示の食品を探す

2 .
｢ 国産+ の表示を選ぶ

3 .
｢ 有機+ という表示の食品を選ぶ
4 . 遺伝子組み換えが実用化されていない

食品を選ぶ

歯科保健の場面で必要なもの

医療者の コミュ ニ ケ ー ション技術として ､

1 . 情報収集

2 . 患者の感情 へ の 対応

3 . 教育と動機付けの側面 が求められる｡

医療者側が表情などで共感を表すと話しやすい

患者の話を記録し､ 自己評価することが大切 !

ー1 2 0
-
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授業評価アンケ
ー

ト結果( 1 )

世間

内容
a b C d ○

I

点 七 重
t

全くそ

う患う

どちら

か とい

え ばそ

う患う

どちら

と毛い

えな い

どちら

か とい

え ばそ

- う
患わ

な!
､
:

全 くそ

う患 わ

な い

1 I-由痩業J -= 薩どあく看いEtl席しました か‾･

1b d%

･. il.

車準
=

■一撃牽;;

■: 4.91 .■
辛蘇

.

＋1 -

5 の 項

2 こ の撰集はもともと興味があ
L) ましたか 1 3 1 6 1 0 ■4 :

2 3 .7 6

3

.
授業のため に横井時冊以外の学菅(チ

菅
･

従菅を含む)をしました か
1 9 l l

_
‾･i ･_-i.

≡
2 3.91

4 ･ この 捷兼に意欲的に取L) 組み ましたか 1 2 2 3 ■5 4 0 3.9 8
目の 平

勾

5
棲菓内容に つ い て * 間や発音をしました

か
5 9 1 0 1 7 4 2
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授業評価アンケ
ー

ト結果( 3)

授業開始時点で の パソコ ンの 技術 に個人差があるの で ､ 全く
パ ソコン に慣れ て いない 人に 対して もう少し細かく指導して ほ
しい と感じた時がありました｡

レポ ー ト作 成まで の 時間 が短すぎて 苦労した｡ その 後の 授業
に余裕がありすぎた分, 余計に そう思えた｡ 課題 の 量が毎週
均等になるように 調整して ほしい ｡

パソコ ンは初心者だっ たの で ､ 難しい 言葉がわからず操作に

もつ いて いくのが大 変でした｡ 最終的に はパ ソコ ンが 使えるよ

うになっ たの で よかっ たと思い ます ｡

パソコ ンが苦手な人も授 業時間内に 課題 が提 出で きるような
時間配分をして ほしかっ た ｡

教材を使うとか ､
もっ とわかりや すくして ほしかっ たで す｡

T A の 先生方の 助けが大変大きなもの だっ た気がする｡ 自分
で 自分 の 意見をまとめる力もつ い た ｡

授業評価アンケ
ー

ト結果( 2 )
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授業内容は 良く理解 できました か

分 かりやすくするエ 夫が感じ られ ま した か
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13 01 0 投薬内容の レベ ルは適切で したか 5 12 1 5 3. 20

l l 教員の教える熟意力く感 じられました か 9 23 l l 2 a 3

.
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1 2
操業で の教材の使い方が効果的で した

か
1 0 1 6 1 6 3 O 3 .7 3

1 3
赦免の青書し方は附き取りやすか ったです

か
1 3 2 0 1 0 2 0 3 . 9 8

1 4
学 生 に井関や発音を促すエ夫が感じ取

れ ました か
9 1 4 1 2 1 0 0 3

.
49

1 5
受詩境. この 科目に対する邦味が 増しま

した か
1 3 1 6 l l 4 1 3

.
80

1 6
この 捜兼 の受講後 ､ 歯科医苧に対する興

味が増しました か
1 4 1 4 1 0 3 4 3. 69

歯学部初年次教育の今後の展 望と

大学学習法の今後の 課題

入学時の学生の コ ンピュ
ー タ ･ ネットワ ー クの ス キ ル

が毎年向上しており, 今後学習内容を見直す必要
がある.

教育方略としてのP B L(P r obl e m B a s ed L e a r ni ng
-

問題提起 ･ 問題解決型学習) を入学後早期に経験
する必要がある.

大学学習法に5 名あたり 一 人の T A は必須 である.

T A の 充足率が教育内容に大きく影響する.
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